




施策

妥当性 妥当
豊かな心と健やかな体の育成のため、必要な事業であり妥
当である。

コスト削減の余地 有 経常経費の削減が見込める。

受益者負担 適正 受益者負担が必要なものは負担を求めており適正である。

上位貢献度 有効
学校教育の充実のためには、児童生徒の心身の成長が不
可欠であり有効である。

類似事業の有無 無 類似の事業は無い。

成果向上の余地 有
体力向上及び適応指導教室利用者復帰率に対する取組に
ついては、成果向上の余地がある。

貢献度

達成状況

課題

取組方針

単位施策評価表　補表

　5102　　　豊かな心及び健やかな体の育成

内部評価

区分

上位基本施策の目標である「保護者の学校教育に対する満足度」の向
上には、いじめ防止等対策や食育の推進などが必要であり、本単位施
策の貢献度は高い。

適応指導教室利用者の復帰率は目標値とほぼ同等の数値であった。
新体力テストについては、小中学校とも全国平均値とほぼ同等の数値
であった。食に関する指導回数については、目標値を大きく上回る数値
となった。

体力面に関しては、小中学校ともに２極化が見られる。体育の授業など
日常的な体力向上の取組みが必要である。不登校児童生徒の学校復
帰には個人差が大きい。安定して学校に復帰できるよう学校と適応指
導教室の連携を強化したい。

新体力テストについては、体育主任研修会を通して、小中一貫で体力
向上を図る仕組みを整える。不登校については、適応指導教室と学校
及び外部機関とのさらなる連携を図る。


